
【事例の詳細】
腎性貧血の８０歳代の患者に、初めてダーブロック錠２ｍｇが３０日分処方された。ダーブロック
錠の添付文書には、投与開始後はヘモグロビン濃度が目標範囲で安定するまでは、２週間に
１回程度ヘモグロビン濃度を確認することが記載されている。患者は２週間後の検査の実施に
ついて処方医から説明されていなかった。処方医に確認を行った結果、３０日から１４日分に
処方日数が変更になり、１４日後に検査を行うため受診するよう患者に指示があった。

【推定される要因】
処方医の薬剤に関する知識が不足していたと思われる。

【薬局での取り組み】
添付文書の効能又は効果、用法及び用量、重要な基本的注意などを読み込んで理解し、患者に
とって適切な処方がされているかをしっかり確認する。
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ダーブロック錠１ｍｇ／２ｍｇ／４ｍｇ／６ｍｇの添付文書　2021年9月改訂（第２版）
（一部抜粋）
４．効能又は効果
　　腎性貧血
８．重要な基本的注意
８．１ 本剤投与開始後は、ヘモグロビン濃度が目標範囲で安定するまでは、２週に１回程度ヘ
　　　モグロビン濃度を確認すること。

そ の 他 の
情 報

●�ダーブロック錠１ｍｇ／２ｍｇ／４ｍｇ／６ｍｇは腎性貧血の治療薬であり、低酸素誘導因子－プロリン 
水酸化酵素（ＨＩＦ－ＰＨ）を阻害する作用機序を有する薬剤である。ＨＩＦ－ＰＨ阻害薬は、エベレンゾ
錠２０ｍｇ／５０ｍｇ／１００ｍｇが２０１９年１１月に発売されて以来、２０２０年８月にダーブロック
錠１ｍｇ／２ｍｇ／４ｍｇ／６ｍｇ、バフセオ錠１５０ｍｇ／３００ｍｇが発売され、その後も複数の薬剤
が承認されている。

●�ＨＩＦ－ＰＨ阻害薬の重要な基本的注意には、投与中のヘモグロビン濃度の検査頻度、ヘモグロビン濃度
の急激な上昇に対する注意、血圧のモニタリング、鉄欠乏時の鉄剤の投与などに関する記載がある。薬剤
を交付する際は、患者が適切に検査を受ける予定があるか、または受けているかを確認する必要がある。
さらに、検査値を把握し、投与量の妥当性や鉄剤の併用の必要性を検討することが重要である。

●�ＨＩＦ－ＰＨ阻害薬の用法及び用量は複雑であり、製剤によって用法及び用量、食事の影響、相互作用な
どに違いがある。添付文書、インタビューフォーム、適正使用ガイドなどを熟読したうえで調剤を行う必要
がある。また、患者に薬剤を交付する際は、製薬企業が患者向けに作成している服薬指導箋などを用いて、
起こり得る副作用や注意事項を伝えるなど丁寧な説明が求められる。

　＜参考＞ダーブロック錠による腎性貧血の治療を受けられるみなさまへ
　https://medical.kyowakirin.co.jp/site/drugpdf/patient/duvroq/drq_kanjyayou.pdf
●�ＨＩＦ－ＰＨ阻害薬を採用する場合は、あらかじめ薬局内で研修会などを行い、薬局スタッフが薬剤に 

関する正しい知識を習得したうえで、 ＨＩＦ－ＰＨ阻害薬を含む処方箋を応需した際に確認すべき内容を
整理し、共有しておくことが重要である。
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※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全
を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではあり
ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者
に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情
報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読み
やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事
例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注意ください。
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